
hCT検 査 ） や MR Cholangiopancreatography

（以下MRCP）およびDICh3DhCT検査なども多く実施

されている［3h9］．DICh3DhCTはERCPに比べ空間

分解能に優れた上低侵襲とされ，MRCPの普及ととも

にERCPが実施される頻度は減少している［7, 9］．近

年，小動物臨床においても腹部超音波検査の普及により

さまざまな肝胆道系の異常を検出する機会が増え，今後

はDICh3DhCT検査が利用される機会が増加すると推

察される．そこで今回，犬のDICh3DhCT検査における

胆道造影剤の投与量，撮像時間，胆道系のCT値，およ

び描出について評価・検討した．

材 料 お よ び 方 法

本研究はCritical and Training Society（東京）（以

下CATSと略）の動物倫理委員会の承認を得て実施し

た．供試犬の飼い主には，研究内容を説明し，同意を得

て実施した．

使用薬剤：胆餒造影剤イオトロクス酸メグルミン（ビ

リスコピンDIC50，日本シェーリング譁，大阪）

造影剤投与量と供試犬：造影剤はおのおの1m l/kg

（雑種犬1例（No. 1），シェットランドシープドック1例

犬の胆道造影CT検査におけるイオトロクス酸メグルミン

投与量と胆道系のCT値および胆道系描出の経時的変化
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要　　　　　約

犬の点滴静注胆道造影CT検査におけるイオトロクス酸メグルミンの投与量と経時的な胆道系のCT値や胆餒容積の

変化および三次元CT（3DhCT）画像での胆道系の描出グレードを調べ，造影剤の投与量と投与後最適撮像時間につい

て検討した．造影剤は1ml/kg（2例），1.5ml/kg（5例），2ml/kg（5例），および2.5ml/kg（1例）を10分間で静注

し，投与前と投与直後から10分間隔でCT検査を行った．その結果1m l/kgでは胆道系の描出が不十分であった．

1.5ml/kgに比較して2ml/kgでは胆道系のCT値の増加は限られていたが，3DhCT画像での胆道系の描出は2ml/kg

でより明瞭であった．胆道系は造影剤投与終了から20～40分後の撮像で良好に描出された．したがって麻酔下の健康

犬のDIChCT検査は2ml/kgのイオトロクス酸メグルミンを10分間で静注した場合，投与終了から20～40分の撮像

が適当と考えられた．

―キーワード：CT（Computed Tomography），犬，点滴静注胆道造影，イオトロクス酸メグルミン．
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